
神奈川の身近な自然を訪ねて 

～『南はだの村』七福神と湧水群を巡る～ 

日 時：2023 年 1 月 25 日(水)、28 日(土) 10：00～15:00 

場 所：秦野市 

参加者：一般 50 名（25 日 29 名、28 日 21 名）、スタッフ ９ 名 

午前は、小田急線秦野駅をスタートし、太岳院、今泉名水桜公園、南公民館/まいまいの泉、浄円寺、出雲大社

相模分祠/御嶽神社を訪ね、御嶽神社境内で昼食としました。 

太岳院では安藤忠雄設計氏の設計による本堂や自噴井を見学しました。自噴井の水温は年間を通してほぼ一定で、

秦野では 15℃前後。水に触れたところ、とても温かく感じ、参加者のみなさん、驚いていました。また、境内か

ら富士山を眺めることができました。 

今泉名水桜公園では、カワセミをはじめカルガモやオオバンなどの野鳥を観察することができました、また、ジ

ュウガツザクラやフユザクラ、ウメを観ることができました。 

トウカエデの並木、ウメ、ロウバイなどを観ながら、南公民館に向かいました。南公民館ではまいまいの泉を見

学しました。まいまいの泉は、地下水質の監視用に利用されている井戸で、水は地下 20mほどから自噴していま

す。 

浄円寺を経由して出雲大社相模分祠、御嶽神社に向かい、昼食としました。 

出雲大社相模分祠では、平成 19年に多くに人々によって植樹された「千年の杜/ふるさとの木によるふるさとの

森」を見学しました。「千年の杜/ふるさとの木によるふるさとの森」は横浜国立大学名誉教授・宮脇昭氏（2021

年没）の指導のもと、シイ・タブ・カシ類等の照葉樹を中心に、ヤマザクラやイロハモミジ等の樹木が混植・密

植されて作られた杜です。 

午後、道端に祀られている道祖神や長屋門などを見学しながら白笹稲荷神社へ向かいました。 

白笹稲荷神社では、一貫田湧水、春から秋にかけてヒカリモが発生する黄金の泉、秦野市に保存樹木として指定

されているカゴノキ、タブノキ、イチョウなどを観ることができました。 

白笹稲荷神社見学後、秦野盆地の湧水を集めて流れる室川、また、秦野盆地と大磯丘陵を隔てる渋沢断層に沿っ

て歩き、夏にはホタルを観察することができる向原湧水を経て秦野駅に戻り、解散としました。室川では、幸運

にも、今泉名水桜公園に続きカワセミを観ることができました。 

二日間とも、大変寒かったですが快晴。富士山や丹沢の山々を眺めながら散策を楽しむことができたと思います。 

（大橋記） 
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